
＜別添資料3　施設設計要求書＞
№ 頁 No. 大項目 中項目小項目 細項目 質問事項 回答
14 4 第2 3 適用基準等 　耐震性の判断は「既存鉄筋コンクリート造建

築物の耐震診断基準同解説」(財)日本建築
防災協会により、Isの目標値（0.7）および構造
耐震指標Is値の算定（Is=Eo/(Fes*Z*Rt)
Z=0.9）は学校建築構造設計指針によると考
えて宜しいでしょうか。

　ご質問のとおりです。

15 5 第2 4 （1） 施設規模 　今回の改修工事の対象となっている工学部
1号館と2号館は法規上別棟でしょうか？もしく
は1棟でしょうか？また、工学部2号館と3号館
は別棟でしょうか？1棟でしょうか？今回の1
号館、2号館の改修工事のために、隣の3号
館の既存遡及工事は発生しないと考えてよろ
しいでしょうか？発生する場合は大学側の費
用負担と考えてよろしいでしょうか。ご指示く
ださい。
同様に理学部の3号館と4号館についても同
様の考え方でよろしいでしょうか？ご指示くだ

　第1文及び第2文については、工学部１号
館、２号館及び３号館はそれぞれ別棟で計画
しています。
　第3文については、工学部１、２号館改修で
工学部３号館への遡及が発生する場合は大
学側の負担と考えます。
　第4文については、理学部３号館及び４号館
は１棟で計画しています。なお、遡及が発生し
た場合については、工学部と同様とし、大学
の負担と考えます。

16 6 第2 5 （4）主要構造部補修
工事

　現地見学会にて実験室などを確認したとこ
ろ、床貫通部が見受けられました。床貫通部
跡については要求書では記述がありません
ので、補修は本事業対象外と考えて宜しいで
しょうか。

　貫通部補修は本事業に含みます。施設設
計要求書　資料１「補修要領・数量一覧表」を
ご参照下さい。

17 6 第2 5 （4）主要構造部補修
工事

　現地見学会にて実験室などを確認したとこ
ろ、床貫通部が見受けられました。補修が事
業対象の場合につきましては、購入致しまし
た既存図面からは貫通径、箇所数の想定が
困難です。現況調査の上、確定した補修費を
大学負担と考えて宜しいでしょうか。

　貫通部補修は本事業に含みます。施設設
計要求書　資料１「補修要領・数量一覧表」を
ご参照下さい。

18 8 第2 6 （5） 暖房 　「改修計画建物での使用は無いため…配
管・機器を全て撤去する」と記載されています
が、配管・機器の撤去については各工事期間
毎に撤去し、改修工事期間中の仮設配管対
応等（例えば工学部1期工事中に2期工事部
分の暖房対応）は不要と考えてよろしいです
か。

　「改修計画建物での・・・・配管・機器を全て
撤去する」とは改修後を示しております。撤去
は工事区分毎とし、Ⅰ期工事期間中、Ⅱ期工
事範囲は使用しますので暖房は必要であり、
仮設の対応を考慮してください。

19 9 第3 ② 撤去・処分等 　②建具類は撤去・処分と明記されています
が、枠だけを残して新設のアルミサッシを取り
付けるカバー工法を提案してもよろしいでしょ
うか？外壁の改修工事で一般的に採用され
る工法でメリットは・ 枠を撤去しないので、振
動、騒音、粉塵等の発生が少なく、工事範囲
以外（講義,実験）への影響が少ない。・ 枠材
の廃棄物量が削減され、地球環境上も影響
が少ない。・ 解体撤去の工程が少なくなる
分、工事工程の短縮が可能。等が上げられま
す。また、工学部1号館の一部はすでにこの
工法にてアルミサッシに改修されている部分
がみうけられます。改修工事としては、メリット
のある工法です。提案として盛り込んでもよろ
しいでしょうか？ご指示ください。

　今回は全面改修であり、既存サッシの状態
によっては漏水等の問題が生じる可能性が
高いため撤去工法とします。

20 11 第4 1 （1） 6） 　既存床下ピットのコンクリートは均しコンク
リート程度と考え厚さ50mm(無筋)と考えて宜
しいでしょうか。

　ご質問のとおりです。

21 15 第5 2 （11） 　映像・音響設備に関して『施設の指定された
室に映像・音響設備用の配管配線を行う』と
記載されておりますが、映像・音響設備のシ
ステム構成図（配線図）が提示されておりませ
ん。よって指定された各室にプロジェクター1
台、スピーカー4台、マイクジャック1箇所を想
定した配管配線を見込むこととし、それ以外
は大学側の負担と考えて宜しいでしょうか。ま
た、プロジェクター、スピーカー等の仕様及び
設置方法が不明のため、天井や壁に設置す
る場合の補強は大学側の負担と考えて宜し
いでしょうか。

　前段は、ご理解のとおりです。
　後段は、補強工事は本事業に含みます。

22 資料3 諸室仕様表 　日常清掃の欄が空欄ということは、事業者
側が清掃を行う必要が全くないと解釈してよ
ろしいでしょうか。

　ご理解のとおりです。

23 資料3 諸室仕様表 　日常清掃の必要の無い室に関しては、その
室の外壁や窓等の清掃に関しても、定期清
掃も含め全く必要無いと解釈してよろしいで
しょうか。

　ご理解のとおりです。
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24 資料3 工 1-3 諸室仕様表 　工学部１号館３階の研究室について、諸室

仕様表と改修後平面図（案）[改訂]（工学部１
号館３Ｆ）とで不整合な箇所があります。この
場合、改修後平面図を正としてよろしいでしょ
うか？
[不整合箇所]諸室仕様表
改修後平面図（案）
　研究室（４）62㎡　　　　　　　　42㎡
　研究室（５）42㎡　　　　　　　　62㎡
　研究室（６）21㎡　　　　　　　　43㎡
　研究室（７）22㎡　　　　　　　　21㎡
　研究室（８）43㎡　　　　　　　　22㎡
　研究室（９）86㎡　　　　　　　　43㎡
　研究室（１０）43㎡　　　　　　　86㎡

　ご理解のとおりです。

25 資料3 工 2-1 諸室仕様表 　工学部２号館１階講義室(1)(2)(3)の天井高
について、要求高は3.5ｍとありますが、現状
１階の階高3.67ｍで、既存天井はフラット3.05
ｍとなっていて、平均で3.5ｍを確保するのは
困難です。工学部２号館１階講義室(1)(2)(3)
の天井高については、3.00ｍとしてもよろしい
でしょうか？

　工学部２号館１階（１）（２）（３）の天井高につ
いては、３．５ｍを３．０ｍに訂正して下さい。

26 資料3 理 諸室仕様表 　特殊空調室（理学部１・２・３号館共通）　特
殊空調室は室全体が特殊空調の対象です
か？それとも室の一部分を壁で区画してその
部分のみ特殊空調ですか？ご指示ください。
室全体が対象の場合、空調条件確保のため
に外壁側窓の内側に断熱パネルを設置し、
窓ガラス面からの熱損失を防ぐ計画としてよ
ろしいでしょうか？ただし、その場合窓のない
室となってしまいます。また、廊下からの出入
口は標準の引き戸扉ではなく、外開きの断熱
扉（ガラス窓なし）となります。逆に、室の一部
分を壁で区画してそこだけを特殊空調室とす
る場合は、外壁窓を確保し、出入口扉も標準
引き戸扉とすることも可能です。その場合は
室の寸法をご指示ください。

　部屋全体とします。ご理解のとおりパネルの
設置としますが、室外から室内の安全を確認
できる構造にして下さい。また、必要最小限
の前室を設けて下さい。

27 資料3 理 1 2-1 諸室仕様表 　機器分析室（シールド室）Ｃ130は室全体が
シールド室でしょうか？それとも一部を壁で区
画してその部分のみシールド室とするので
しょうか？ご指示ください。全体の場合は外壁
側窓の内側にシールド壁をたてて窓無しの室
としてもよろしいでしょうか？ご指示ください。

　影響がある部分のみのシールドとします。な
お、資料１（機器分析室（C130室）漏洩磁場影
響図）をご参照ください。

28 資料3 理 1 2-3 諸室仕様表 　実験室（３）低温室　用途欄に一部を低温室
として使用　と明記がありますが、その寸法が
不明です。ご指示ください。

　内寸法：１，７００×２，４００×２，７００Ｈ程
度とします。

29 資料3 理 1 2-7 諸室仕様表 　実験室（２）Ｃ405、実験室（４）Ｃ407　用途欄
に　Ｘ線を用いた　と明記されてますが、室と
してＸ線防護仕様は必要ありませんか？必要
な場合、外壁側の窓、廊下側扉のガラス窓は
なしの仕様でもよろしいでしょうか？ご指示く
ださい。

　X線防護仕様は必要ありません。

30 資料3 理 3-1 諸室仕様表 　Ｘ線分析室Ｄ111　Ｘ線防護仕様必要でしょう
か？その場合、外壁側窓なし、廊下側引き戸
扉（ガラス無し）の仕様でよろしいでしょうか？
ご指示ください。

　X線防護仕様は必要ありません。

31 資料4 工 2 備品計画表 　工学部２号館各階のロッカースペースにつ
いて、備品計画表には記載がありません。一
部を他の用途に利用する提案を行ってもよろ
しいでしょうか？

　提案可とします。

32 図面7 仮設計画図（案）　工事車両が通過する構内道路の舗装の仕
様（耐荷重）をご指示ください。また、工事中、
道路の沈下や不具合が発生した場合は、事
業者の負担にて現状復旧すると考えてよろし
いですか？ご指示ください。

　前段について、舗装は標準で路盤１５ｃｍ＋
表層（アスファルト）５ｃｍの仕様となっており
ます。
　後段の工事中の道路破損について、原状
回復は事業者の負担といたします。
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